
牟礼村遺跡詳細分布調査

報
｀
告 書

一一 国宝重要文化財等保存整備 (国庫補助)事業 ――

長野県上水内郡牟礼村教育委員会



牟札村遺跡詳細分 調査

告 書幸風

―一 国宝重要文化財等保存整備 (国庫補助)事業 一―

2000

長野県上水内郡牟礼村教育委員会



牟札村には、道路の開発等に伴う発掘調査により、多く

の遺跡・遺物が出土しています。その中には学術的に注目

されるものが多く見られています。

今後、長野荒瀬原線の道路の開発が予定されており、埋

蔵文化財の包蔵地が破壊・煙滅するおそれがないようにす

る必要があります。そこで、平成 9年度より11年度までの

3ヵ 年計画で国庫補助事業として村内遺跡詳細分布調査を

実施致しました。調査の結果、縄文時代から平安時代にか

けての遺物を中心に、貴重な遺物が各所で新たに出土しま

した。

今までの調査は、昭和45年に県で一斉調査が行われたも

のであり、このたびの調査により埋蔵場所が点から面とな

り、分布図として今後の研究や調査に大きく役立つものと

なります。

今回、本書の作成を契機に埋蔵文化財包蔵地の周知徹底

をはかるとともに、関係機関をはじめ、広 く村民の皆さん

にも文化財愛護の思想を普及し、先人の残された貴重な文

化財を破壊から保護しようと考えるものであります。本書

が十分に活用されることを願っております。

終わりに、調査から本書作成にいたるまで御協力頂いた

文化財調査委員をはじめ、関係された皆様に厚 く御礼申し

上げます。

平成12年 3月 31日

牟礼村教育委員会

教育長 山田 邦彦



例    言

1 本書は牟礼村が国庫補助金を受けて、平成 9、 10、 11年度に実施 した村内遺跡詳細分布調査の報告書で

ある。

2 調査は牟礼村教育委員会が主体 となり、文化財調査委員を中心に調査組織を組み実施 した。

3 分布図に示 した遺跡範囲と一覧表に示 した時代、出土遺物などは、分布調査、発掘調査の結果に聞き取

りによる情報、『牟礼村誌』『高岡村のあゆみ』『中郷村史』『上水内郡誌』などの資料 を加えたものであ

る。今後、新 しい情報や、発掘調査により修正がなされるものである。特に、踏査には限度があ り、山

林や荒れ地については全 く不可能であり、果樹園についても下草がありほとんど不可能だったため、本

書に掲載されていない新 しい遺跡が発見される可能性は大きい。 したがって特に山林や荒れ地の開発な

どには試掘調査が必要である。

4 遺跡の範囲については遺物の散布状況に地形、伝承 を考え合わせた。

5 遺跡番号はこれまでのものを全廃 した。

6 遺跡名は基本的にガヽ字名をつけた。同じ月ヽ字名があるものについては地区名 も加えた。

これまでの遺跡名 もできるだけ尊重 したが、明らかな間違いや混乱を生 じているものについては改名 し

た。

7 使用 した地図は牟礼村の調製 した縮尺10,000分 の 1の図である。

8 矢筒城縄張図については三島正之氏から玉稿 を賜った。記 して感謝申し上げる。

9 矢筒山地形測量は佛写真測図研究所へ委託 し、50cm間 隔の等高線で表 した縮尺500分 の 1の地形図を作成

した。

10 執筆、一覧表作成、編集は横山かよ子がおこない、分布図の作成、 トレースは富岡鹿子、柳沢まち子が

分担 した。

11 本調査で作成された調査カー ド、採集された遺物は牟礼村教育委員会が保管 している。

12 本調査にあたり、笹沢浩、佐藤慶二、市川隆之の各氏にご教示、ご指導いただいた。

また試掘調査は小柳正義、杉山頼衛、原田利隆の各地主の皆様のご理解 とご協力のもとに実施できた。

そのほか踏査中には各所で村民の皆様にご協力をいただいた。また下記の皆様にはご所蔵の遺物をご提

供いただいた。記 して感謝申し上げる。

飯島浩文、大内武司、金井幸江、小池正巳、清水道夫、清水美津江、原田功、北條隆、丸山希代子、柳

沢博見

(ア イウエオ順、敬称略 )
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第 1章 調査の経過

1 経過概要

牟礼村の遺跡分布図は「高岡村のあゆみ」「中郷村史」などの文献資料を参考に、主に昭和45年の県下一斉

調査の資料 を基にして作成された。 しか し、残念なことにその地図も遺跡が点で示されているだけで、その

範囲は不明であった。これでは近年増加 してきた各種の開発に対処する資料 としては適切でなく、もっと詳

細な分布図が必要になってきた。そこで県の文化財・生涯学習課の指導のもとに、国庫補助金を受けて平成

9年から11年の 3年間で村内の遺跡詳細分布調査 を行った。

以下、各年度ごとの経過概要である。

平成 9年度

事業内容 平出、番匠、福井、四ッ屋、牟礼、小玉、黒川地区の踏査、遺跡台帳整理、遺物整理、矢筒

山地形測量及び縄張 り図作成

事 業 費 7,000,000円

平成10年度

事業内容 黒川、中宿、川上、柳里、高坂、坂日、地蔵久保、袖之山地区の踏査、遺跡台帳整理、遺物

整理、試掘調査

事 業 費 2,000,000円

平成11年度

事業内容 再確認のための踏査、遺跡台帳整理、遺物整理、報告書作成

事 業 費 2,000,000円

調 査 員     矢野1亘雄、青山紫朗、丸山義―、高野永篤、北條正夫、原田幸衛 (以上、牟礼村文

化財調査委員 )

調査指導     三島正之 (中世城郭研究会 )

協 力 者     小柳義男、前田竹千代、富岡鹿子、柳沢まち子

教育委員会事務局 教育長 山田邦彦

総務教育課長 金井元司 (平成 9。 10年度 )

青木 清 (平成11年度 )

同  係長 土屋龍彦

同    横山かよ子 (調査主任 。文化財担当)

同    小山丈夫  (文化財担当)

2 調査組織
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調査方法

村を東地区と西地区に分け、主に平成 9年度は東地区、平成10年度は西地区を調査 した。最終年度は残っ

た未踏査地域と文献資料の確認のためなど再調査を必要とする地域を調査 した。

従来の遺跡分布図と牟礼村地籍集成図 (2,500分の1)を もとに表面採集ができる地域を捜しながら可能な

限り踏査 した。採集した遺物はビニール袋に保管し、地図に地点を記入し、番号を付けた。採集地点の地形

などを考慮しながら範囲をくくり、1枚のカー ドに地図を添付し、調査カー ドとした。こうして最終段階で、

遺物の散布状況に、地形、文献資料、伝承などを加味して遺跡範囲、名称、時代を決定した。遺物は洗浄し、

採集年度と採集地点番号を記し、番号順に保管箱に整理した。また調査カー ドには遺物拓影、写真を添付 し

整理 した。これらの段階を踏んで本報告にまとめた。
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第 2章 遺跡分布図

1 牟礼本す区画図
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第 3 遺跡一覧表土早

1。 遺跡一覧表

遺跡

番号

図

号

地

番
遺 跡 名 種別 所  在  地 立  地

旧
石
器

縄

　
文

弥

　

生

古
　
墳

奈

　

良

平
　
安

中
　
世

近
　
世

近
　
代

備 考

清水久保遺跡 散 古町字清水久保 山 麓 ○ ○
押型文 土師器出土

平成 7年調査

宮浦遺跡 散 〃 字宮浦 山 林 ○ ○ ○ ○
縄文

平成7年調査 土拡列検出

5 西樽川遺跡 散 〃 字西樽川 山 林 ○ ○ ○
台形状ナイフ型石器 平成 7年調査

縄文前期・後期

6-9 古町上の山遺跡 集 ″ 字上の山
状

地

舌

台
○ ○ ○

土師器 表採 もと上の山遺跡

住居址があったと思われる(長 野県

教委1971)

石原遺跡 散 ″ 字石原 山 裾 ○ 石鏃 (長野県教委1971)

6-9 下向山遺跡 散 〃 字下向山 傾斜地 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 縄文前期土器 大規模

9 越巻遺跡 散 ″ 字越巻 山 裾 〇 陶器 唐津(16C末 ～17C前半)

蟹原遺跡 散 柳里字蟹原 棚  田 ○ 打製石斧・石鏃 (長野県教委1971)

大岩遺跡 散 〃 字大岩
テラス

状台地
○ ○ ○

打製石斧 石鏃 (長 野県教委1971)

小規模

横手屋敷添遺跡 散 〃 字屋敷添 平  地 ○ ○ 須恵器 土師器

道上遺跡 散 ″ 字道上 平  地 ○ ○ ○ 土師器多量 灰釉 2点

南遺跡 散 ″ 字南 平  地 ○
縄文の石鏃 打製石斧表採

(長 野県教委1971)

横道遺跡 散 〃 字横道 傾斜地 ○
縄文の石鏃表採

(長野県教委1971)

仲島遺跡 散 ″ 字仲島 平  地 ○ ○ ○
珠洲 1点

陶器 (伊万里・唐津)

明 専寺遺跡 集 柳里字明専寺 平  地 ○
昭和54年 に調査

縄文後期の住居址と多量の上器・石器

霊仙寺遺跡 散 川上字霊仙寺山 山 麓 ○ 出土遺物所在不明

霊仙寺一の鳥居跡 寺 山 麓 ○ ○ 両部鳥居形式の礎石 6個現存

だづ ま原遺跡 散 平  地 ○ ○ 旧石器から縄文の石器多数出土

1 つつしヶ原遺跡 散 山 林 ○ 出土遺物所在不明

北屋敷遺跡 散 〃 字北屋敷 丘  陵 ○ ○ 土師器少量

向遺跡 散 〃 字向 山 裾 ○ ○ 土師器少量

築地屋敷遺跡 散 ″ 字築地 平  地 ○ ○ ○ ○
中世居館跡といわれている

縄文前期の上器、土師器秤安から中世)
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遺跡

番号

地図

番号
遺 跡 名 種 別 所 在 地 立 地

旧
石
器

縄
　
文

弥

　

生

古
　
墳

奈

　

良

平
　
安

中
　
世

近
　
世

近
　
代

備 考

谷地遺跡 散 川上字谷地 平  地 ○ 土師器少量

夏川屋敷添遺跡 散 〃 字屋敷添 山 裾 ○ ○ ○ ○

土師器多量 内黒高台付不など

平安の初期の上器出土 S字状口縁

カメの台 1点

八蛇口遺跡 散 / +/\f,8tr 平  地 ○ ○ ○ 土師器多量 縄文 。陶器も出土

茶磨山遺跡 散 〃 字茶磨山 丘  陵 ○ ○
昭和54年に調査 縄文晩期

もとの茶自山遺跡

束 窪遺跡 散 ″ 字東窪 平  地 ○ ○ 土師器少量

6。 10 川上前坂遺跡 散 ″ 字前坂 山 裾 ○ 土師器少量

神田沢遺跡 散 〃 字神田沢 山 裾 ○ ○ 土師器多量 緑釉 1点 出土

塚の峰遺跡 塚 〃 字大窪 丘  陵

径 8mほどの円塚、かつて地元で掘っ

てみたが出土品はなかったという。時期

不詳

丸山遺跡 散 高坂字丸山 小丘陵 ○ ○
昭和52年に調査、早期の尖底土器出土

縄文前期の瞬 址・土拡、平安の住居址

西原遺跡 散 ″ 字西原 平  地 ○ ○ 土師器少量

横前遺跡 散 坂口字横前 山 裾 ○ 土師器多量

上 ノ向遺 跡 散 ″ 字上 ノ向 山  裾 ○
土師器不出土

規模は/1ヽ さい

甘池遺跡 散 ″ 字甘池 山 麓 ○ ○ ○
縄文後期土器・石器各種出土

弥生の大型蛤刃石斧出土

カツモ原遺跡 散 袖之山字カツモ原 山 麓 ○
土師器の不など多量出土。今回の踏

査では荒地が多くてわからない

高山遺跡 散 〃 字高山 山 裾 ○ 土師器少量

東 久保遺跡 散 ″ 字東久保 平 地 ○ ○ ○
須恵器土師器採集

草創期の尖頭器が 1点 出土している

小玉一里塚跡 塚 小玉字一里塚 丘  陵 ○
近世末まで 2基存在 明治時代に取

りくずされる

中川入遺跡 散 小玉字中川入 段  丘 ○
今回踏査できなかった

縄文中期土器出土

山袖遺跡 散 字山袖 山 裾 ○ ○ ○ 平安 。中世 少量ずつ

下川入遺跡 散 ″ 字下川入 段  丘 ○ ○ 須恵器・土師器表採

小玉遺跡 散
小玉字西屋敷添、仲

田、牛垣、立石
平  地 ○ ○

西屋敷遺跡を含む

所在が不明だが土偶が出土

飯塚遺跡 散 〃 字飯塚 丘  裾 ○ ○ ○ ○ 小玉神社がある鷲羅山裾周囲

金付場跡 その他 ″ 字裏町 平  地 ○
佐渡金山から輸送された金銀荷の付

けかえ所と伝える

上 知山遺跡 散 ″ 字寺屋敷 山 麓 ○
大正 3国道改1多 に伴い五輪・宝医印

塔ほか須恵器などが出土したという

玉 林寺跡 寺 黒川字玉林寺 山 腹 ○
西黒川長谷寺の前身が大永2年 まで

あったという平坦地あり
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遺跡

番号

地図

番号
遺 跡 名 種 別 所  在  地 立  地

旧
石
器

縄
　
文

弥

　

生

古

　

墳

奈

　

良

平
　
安

中
　
世

近
　
世

近
　
代

備 考

庚申塔遺跡 散
黒川字庚申塔

牟礼字裏町
平  地 ○ ○ ○ ○

旧牟礼束小学校建設時に箱清水土器

が出土と伝えられている

八幡社遺跡 散 黒川字東土浮 小丘陵 ○ ○ ○ ○
社のある丘陵から縄文 その裾の平

地から平安以降の遺物

東 土浮遺跡 散 小丘陵 ○ ○ ○ 土師器と中世陶器 表採

殿屋敷関連遺跡

ヤグラ地点
城 館 〃 字広瀬 段  丘 ○

八蛇川の段丘上の舌状台地

殿屋敷の出丸と伝える

薬師堂遺跡 散
〃 字返町

字薬師堂
平  地 ○ ○ ○ ○ 土師器・須恵器・陶器 多量に表採

前田遺跡 集
字北ノ台、字前田

字広瀬
平  地 ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和55年 に調査 9世紀前半の住居

ll「 4軒ほか検出

殿屋敷遺跡 散 〃 字殿屋敷 台 地 ○ ○ ○ ○ 矢筒城主の屋敷跡という伝承がある

殿屋敷関連遺跡

町田地点
城 館 黒川字町田 段  丘 ○

沢をはさんで殿屋敷の南側に位置す

る屋敷地 北 。東側は自然崖、西・

南側に堀切の痕跡あり

強清水遺跡 散 ″ 字強清水 山 腹 ○
土師器を表採 文献の記述からだと

場所がはっきりしない

猪ノ八遺跡 散 黒川字猪ノ八 山 腹 ○ 土師器 少量表採

跡遺
執
山

螺
輪

ご
五 古墓 牟礼字五輪山 山 腹 ○ 五輪塔・骨片が出土 したという

長 者窪遺跡 その他 〃 字長者窪 小丘陵 石横あり 屋敷跡といわれる

裏町遺跡 散
牟礼字裏町

小玉字裏町
平  地 ○ ○ ○ ○ ○ ○

広範囲である 東方の上町地籍では

縄文前期土器が出上

矢筒城 館跡 城 館 牟礼字城山 llJ ○ ○ ○ 矢筒山裾を3次にわたり調査

七割遺跡 散 〃 字七割 平  地 ○ ○ ○ ○ ○
石ヒ・土師器・須恵器 珠洲焼など

表採

表 町遺跡 散 〃 字表町 平  地 ○ ○ ○ ○ ○ 打製石斧・須恵器・陶器など各種表採

橋詰遺跡 散 〃 字橋詰 段  丘 ○ ○ ○ ○ ○
いままでの栄町遺跡を含む

縄文後期土器・石器・弥生土器表採

束 前坂遺跡 散 〃 字東前坂 平  地 ○ ○ ○ 縄文後期 磨製・打製石斧

東 原遺跡 散 字東原 平  地 ○ ○ ○
土師器多く表採

青磁表採

地蔵堂遺跡 散 〃 字地蔵堂 段  丘 ○ ○
地蔵堂があった

陶器を少量表採 (伊万里 唐津)

西四ッ屋遺跡 散 ″ 字西四ッ屋 斜  面 ○ ○ 陶器 土師器を少量表採

本塚遺跡 塚 〃 字本塚 丘  陵
直径 9mの円塚 時期不詳 旗塚と

の説もある

13・ 15 大 日影遺跡 散
豊野字大日影

字宮下
段  丘 ○ ○ ○ 押型文の破片あ り

宮の下遺跡 散 豊野字宮下 山 麓 ○ ○
「長野県教委1971」 によると縄文

弥生の大規模な遺跡

大久保遺跡 散 ″ 字大久保 平  地 ○ ○

「長野県教委 1971」 によると縄文土

器 (南大原 )、 磨製 。打製石斧、石鏃

出土
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遺跡

番号

地図

番号
遺 跡 名 種 別 所  在  地 立  地

旧
石
器

縄
　
文

弥

　

生

古
　
墳

奈

　

良

平
　
安

中
　
世

近
　
世

近
　
代

考

北ノ原西遺跡 散 豊野字北ノ原 平  地 ○ ○ ○ いままでの北ノ原遺跡

北ノ原束遺跡 散 il+ tt 平  地 ○ 土師器・須恵器 少量表採

崎ノ山遺跡 散 il +w)tLl 山 腹 ○ 須恵器多量表採

谷遺跡 散 tt +'11 山 麓 ○ 須恵器 少範囲な平地

穴観音遺跡 その他 ″ 字谷 洞  穴 ○ ○
五輪・宝医印塔・板碑あリ テラス

面に集石墓らしい地′点あり

番 匠 窯亀L群 奎
¨

字番匠 LL  為居 ○ 3基確認

向 山遺跡 散 tt ?t-filt.t.t 丘斜面 ○ 須恵器・土師器 多量表採

向 山窯 l」L 空
¨

tt Ft-o-Jtl.t 山 裾 ○

上水内郡誌によると2基の窯址と住

居址がある 奈良時代になるかもし

れない

長屋地窯 l」L 窯 ″ 字長屋地 山 麓 ○ 今回の調査で融着した須恵器採集

三本松遺跡 塚 〃 字行人塚 塚 ○
H2年調査 土葬墓検出

人骨 2体検出

前高山窯址群 窯 平出字古山 山 麓 ○
国際カントリークラブ建設にともな

う調査で6基確認 9世紀前半

針 ノ木窯l■ 窯 ″ 字針ノ木 山 裾 ○
もと針ノ木 1号  8C後半の可能性

あり

吉 ノ沢窯址群 窯 平出字吉ノ沢 山 裾 ○ ○
もと針ノ木 2号 を含む

4基あり

吉ノ沢遺跡 散 t+ tl 平  地 ○ 小範囲に須恵器土師器を多く表採

上 ノ山窯址 窯 n +L/ rlJ 山 麓 ○

H3年に調査  2基確認

9世紀前半

報告書の上 ノ山遺跡を改名

上ノ山遺跡 窯 tt+ tt 山 裾 ○ ○

H3年に調査の東浦遺跡を西浦D遺

跡と改名し、また今回上ノ山遺跡と

した

家岸遺跡
窯

散
〃 字家岸 山林斜面 ○

窯ll「 1基 H10年確認 のち分布調査

で 1基確認

川流遺跡 散 字川流 平  地 ○ 小範囲の畑で土師器・須恵器を表採

八ッ塚窯力L 窯 ″ 字八ッ塚 山 裾 ○

いままでの川流窯址  「長野県教委

1971」 では番匠窯址 所在地は違っ

ていたようで、改名した

西浦北遺跡 散 ″ 字西浦 平  地 ○ ○ ○
いままでの西浦A・ B、 平出北を含

む

束 浦遺跡 散 〃 字束浦 平  地 ○ ○ いままでの東浦A・ Bを 含む

向 原窯l」 _ 窯 〃 字向原 小丘陵 ○
所有者が山林開墾の際に多数の須恵

器を確認

室飯道窯址 窯 ″ 字室飯道 :L  布居 ○ ゴルフ場周回道路に 1基

中高山遺跡 散 ○
石刃・石核が出上しているが出土地

点がはっきりしない
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遺跡

番号

地図

番号
遺 跡 名 種 別 所  在  地 立  地

旧
石
器

縄
　
文

弥

　

生

古
　
墳

奈
　
良

平
　
安

中
　
世

近
　
世

近
　
代

備 考

14・ 16 明 神山遺跡
窯

散

平出字明神山

″字長山腰
丘  陵 ○ ○

明神山裾の東側で多量の須恵器・土

師器表採 土師器のほうが多い

山頂 に神社跡あり

願 生寺跡 寺 ″字上平出 山 麓 ○
五輪塔出土 応仁～永禄のころ願生

寺があったと伝える

経 塚山遺跡 塚 平出字中ウネ 山 腹 ―字一石経が採集される 時期不詳

大榎 遺跡 散 ″字大榎 平  地 ○ 多数の須恵器を表採

長山腰遺跡 散 〃字長山腰 平 地 ○ ○ ○ 須恵器・珠洲焼・陶器 表採

葡萄原窯址群 窯 ″字葡萄原 丘  陵 ○ ○ いままでの葡萄原遺跡を含む

平出清水久保遺跡 散 〃字清水久保 平 地 ○
須恵器多数 表採

土師 。内黒不も表採

小丸山古墳 古 ″字西浦 平  地 ○

平地のなかの小丘陵 形状は変貌

H10年 断面調査 人工的盛土はある

も判定しがたい

長山遺跡 散 ″字長山 山麓裾 ○ ○
いままでの平出南を含む 青野神社

(旧村社)跡あり

西浦中遺跡 散 〃字西浦 平  地 ○ ○ ○ いままでの西浦Cを 含む

14。 16 泥ノ木遺跡 散 〃字泥ノ木 山 麓 ○ ○ 須恵器・灰釉表採

泥ノ木古墳 古 ″字泥ノ木 山 麓 ○
直径15～ 16mの 円墳 積石塚のよう

に見える

泥 ノ木窯址 窯 ″字泥ノ木 山 麓 ○
はっきりした位置は不明 土地所有

者が融着した甕採集

西浦南 遺跡 散
″字西浦

字泥ノ木
平  地 ○ 須恵器・土師器少量表採

庚申塚古墳 古 ″字西浦 丘  陵 ○
村指定史跡 前方後円墳 H5年一

部調査 格子目叩きをもつ埴輸出土

鍛冶久保古墳 古 ″宇鍛冶久保 山 麓 ○
昭和35年、響山麓の採石工事で破壊

鋳造斧状鉄器など出± 5世紀後半

種別は 散―遺物散布地、集一集落跡、寺一寺社跡、塚一経塚等、城館一城館跡、窯―窯跡、古一古墳、

墓一古墓、その他一その他の遺跡 を示す。
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第 4章 遺跡試掘確認調査

本調査は踏査による調査のほか、矢筒城館跡とした矢筒山の縄張図作成及び地形測量、試掘調査を実施 し

た。矢筒山の詳細な地形がわかる図が村には無いため、不便なことが多く、また公共施設の建設などで従来

の地形が変化してきているため、現在の地形を把握する目的で測量を行った。これにより、地形図と縄張図

を考慮しながらの矢筒城館跡の保存管理、活用が可能になる。

図
ミ
ヨ
ヨ
紅
よ

。
Ｈ



2。 矢筒城縄張図



3.矢筒城の縄張

(1)占 地状態

矢筒城は、牟礼盆地の中心部に位置する独立丘、標高566。 7mの矢筒山上に構築されている。矢筒山の北下

には東流して、鳥居川にそそ ぐ八蛇川 (滝沢川)が流れ、西下には黒川の水田が広がる、この北側 と西側の

山の傾斜は急峻で、比高差 も50～ 60mと 大 きい。それに比べ東側 と南側は、山の傾斜は緩やかで比高差 も10

m前後縮まり、特に南側は醤山方面からくだってきた台地 と接続 している。

矢筒城は、このような地形上に占地した関係で、その縄張は、西北側を要害として利用し、地形的に不利

な東南側に防御の力点を集中する形となっている。

矢筒城の縄張は、東西約300mの楕円形をした矢筒山山上部と、南方の台地続きに接 した、現在飯綱病院の

建つ平坦地、及びその東に広がる平坦地に大別される。山上部と平坦部との比高差が少なく、この平坦部を

も城域に取り込む縄張から、この城の占地形態は近世城郭の分類法でよく用いられる、いわゆる平山城の形

状を呈しているといえる。

矢筒城の調査で留意しなければならない事項として、この城の占地の状態が上記のようであるため、城の

廃城直後から現在に至るまでに、城の遺構に改変、破壊の手が加えられていることであろう。これは、廃城

直後の破却や、近世以降の耕地化、近年の病院建設による破壊など、その種類はさまざまである。これらに

よって、矢筒城の存立当時の縄張を知ることは、かなり困難な状況になっている。しかし、現況の遺構を詳

細に分析することと、病院建設に際しておこなわれた発掘の成果を検討することによって、往時の縄張を想

像することはある程度可能である。

(2)山上部の縄張

標高566.7mの 最高所に位置するこの城の主郭の曲輪 1は 、矢筒山の西端に片寄っており、そこから東方に

のびる尾根上に、複数の曲輪が配置されている。矢筒山の北側を除く三方は、緩斜面であるためそこを堅固

にする目的で、西 。南 。東の斜面には腰曲輪や小削平地が無数に設けられている。

現在、平和観音の置かれるこの城の主郭の曲輪 1は 、東西約50m、 南北約35mの規模をもつ六角形の曲輪

である。近世以降の耕地化やその後の公園整備により、曲輪 1を含めた山上の曲輪は著しく改変を受けた形

跡があり、曲輪 1も 虎口の位置や形状、周囲をめ ぐる土塁の有無など、旧状を窺い知ることは困難である。

虎口として想定できるのは、東方から登ってきた登山路に開く、東北隅の aし か見当たらない。

曲輪 1の周囲を玉葱の皮のように取 り巻 く腰曲輪と、その西側斜面に築かれた数段の腰曲輪は、いずれも

天端ラインがあいまいで、曲輪内も傾斜していたりして、耕地化による改変の形跡が認められる。また、曲

輪 1南下の小削平地も含めて、どこまでが城の曲輪であり、どこまでが耕地化に伴って増設された段かとい

う問題も、判断がむずかしい。しかし、仔細にそれらを観察すると、細 く細分化された段や、スロープ状に

押し広げられた段はともかく、大部分は当時の遺構と見てさしつかえないと思われる。

曲輪 1の東側には、東西約150m、 南北約50mの規模で、面積の広い尾根が東方に向けて張り出している。

この尾根上には、曲輪 2・ 3な どの面積の広い曲輪が同じレベル上に配置されているが、通常このような曲

輪配置の場合は、曲輪間を堀切で仕切るはずだが、その痕跡はない。しかし、曲輪 2の西上の腰曲輪の南下

には、堀状の食い込みがみられ、さらにその下には竪堀へが続 くので、曲輪 2の西上の腰曲輪は、当時空堀

であった可能性がある。また、曲輪 2・ 3間の南下には竪堀ホが、北下には竪堀 卜が存在するので、それら
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を延長すれば曲輪 2・ 3間 を仕切る堀を想定できる。ただし、ここで厄介なのは、曲輪 2・ 3間には現在、

凸字状の土塁が向き合って存在するので、堀で完全に仕切るのはむずかしい。耕地化される前はどのように

なっていたのか知る由もないが、土塁の出っ張り同士の間が開口しているので、この部分が南下から登って

きたルー トの虎口に相当していた可能性もある。

曲輪 2・ 3は耕地化による改変で、かなり変貌してしまったようで、その上には現在、意味不明の土塁状

の高まりがいくつかある。それらの内のいくつかをつなぐと、曲輪 2'や曲輪 3'が曲輪 2・ 3か ら区画される

形になる。曲輪 3'の東南下を取り巻 く腰曲輪の東端には土塁の残欠が見られることから、この腰曲輪は空堀

であった可能性が高い。

曲輪 3の東南下の斜面上にも、複数の削平地が見られる。その最下段の曲輪 4は、矢筒山の東麓から南麓

の半分をカバーする長大な腰曲輪で、竪堀ホを挟んだ曲輪 5と ともに、東南下の平坦部方面から、山上部を

しっかリガー ドしている。

(3)山上部と平坦部を隔てる横堀 (内堀)

矢筒城の縄張を際立たせる、大変重要な遺構 として特筆されるのが、曲輪 4の東下と南下に設けられた横

堀イと口の遺構であろう。この横堀は、山上部と東南下の平坦部を隔絶させる目的で、曲輪 4・ 5の真下に

構築された横堀で、矢筒山の東南面を約300mに わたって掘られていた。しかし、残念ながら、病院建設によっ

てこの横掘の内、東南角と曲輪 5直下の部分が削り取られ消滅し、現在はイと口の部分を残すのみになって

しまった。

1986年 に健康管理センター建設に伴う発掘調査が実施され、東南角の横掘にニカ所 トレンチが開けられた。

それによると、この横堀は地山を掘削して、その残土を外側 (平坦部側)に積んで土塁とし、堀の深さを倍

加させる方式でつ くられている。その規模は、三カ所の トレンチの平均で、上幅約10.5m、 底幅約2.6m、 深

さ3.75mと なる。発掘前、この堀は埋め立てられて、畑になっていたようだが、注目されるのは、畑の埋土

の下層から、山上部よリー度にほうり込まれたとみられる埋土層が検出されたことである。報告書によると

この埋土は、大きな石や炭化物や中世の遺物が含まれているので、この城の破却の際に堀を埋めるために投

入されたものではないかとしている。これはこの城に破却がおこなわれた重要な証拠となろう。

発掘区域の北側に、登山路が通る土橋が残っており、それを渡って曲輪 4に 入ると虎口bがある。このあ

たりも、耕地化で改変されておりこれが本当に虎口なのかどうか、判断がむずかしいところだが横矢の推卜か

る形状から、虎日とみてもいいだろう。

登山道の土橋より北にのびる横堀イは、残存状態がよく規模も壮大で、北に向かって竪堀状に傾斜し、矢

筒山の東北隅に達 して終わる。縁の土塁は途中で消えるが、堀自体本来は八蛇川に面する崖端まで達してい

たと思われ、その末端が斜面に食い込んでいる。

横堀イの末端から西に向かって腰曲輪が約70m続 いており、曲輪 3'方面からおりてきた竪堀チと交差す

る。竪堀チの上端は登山道を越えて堀切二とつながっていた可能性があり、そうなると二 。チは矢筒山の東

端を南北に縦断する大きな遮断線ということになる。

竪堀チを越えた西には、曲輪 8が東西 2段に分かれ、約120mの範囲で存在する。曲輪 8は本来城の曲輪と

して築かれたものか、畑の段としてつ くられたものか判断しづらい。もし城の遺構 と仮定すれば、人蛇川の

流路を監視する目的で設けられたものだろう。
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に)平坦部の縄張

次に平坦部に目を向けてみよう。平坦部は今まで述べてきたように、矢筒山南麓の飯綱病院の建つ曲輪 6

と東麓の曲輪 7か らなっている。曲輪 6の方が曲輪 7よ りも約10m高 く、双方とも矢筒山とは前述の横堀イ

。口 (以後内堀と呼ぶ)に よって隔てられている。南側の台地続きとは、自然の谷を利用してつ くられた空

堀ハ (以後外堀と呼ぶ)に よって、大きく隔てられる。

曲輪 6は現在、西に特別養護老人ホーム「矢筒荘」、中央に飯綱病院本館、東に健康管理センターが建てら

れており、建物以外の部分も駐車場などになり平坦にされている。しかし、これらが建設される以前の曲輪

6は、畑として利用されていたが、西から東と南に向けて三段 くらいの段差がつけられていたようである。

病院が建設される1979年 9月 に、曲輪 6の病院本館建設予定地の中央部に対し、発掘がおこなわれた。こ

の時の発掘報告書によると、この部分には、低い土壁と石垣に囲まれた70～ 80m四方の区画が存在したらし

いようだ。もし、それが確実に城の遺構であるならば、曲輪 6の性格を考える上で重要な遺構である。つま

り、この区画は曲輪 6内が、機能的なものによるか、階層的なものによるものかは別として、分化されてい

たことを物語っているからだ。

また、石垣についても、矢筒城は、主郭の曲輪 1の壁に石垣の残存が確認され、そのほかにも崩落した石

垣のものとみられる転石があるので、曲輪 6の 区画の石垣が城の遺構である可能性は低 くはなさそうである。

曲輪 6は城内における位置関係から、この城の居館群が置かれるにお、さわしい曲輪と考えていいだろう。

曲輪 7は、曲輪 6の東下に約140m四方の規模広で広がる曲輪で、現在畑や宅地となっている。土塁等の遺

構がないので、この曲輪は一見城外のようにもみえる。しかし、東は深い沢、北は八蛇川の低湿地に囲まれ、

南は埋められてはいるが、空堀ハにより仕切られているので、城内とみてよさそうだ。

(5)平坦部と南方台地続きを隔てる空堀 (外堀)

曲輪 6・ 7と 南方の台地続きを大きく隔てる空堀ハは、自然の侵食谷を利用して築かれたため、その規模

は壮大である。現在堀底は舗装道路、水田、畑、宅地等に利用され、旧状が損なわれているが、その規模は、

狭い所でも幅が50m近 くもあるし、浅い所でも深さが 6m近 くもある。当時はもっと深かったと思われるの

で、この空堀は南方に対するかなり強力な遮断線を形成していたのだろう。空堀ハは、山上部と平坦部を隔

てる横堀イ 。口を内堀と呼ぶならば、その位置から外堀と呼ぶにふさわしい。

空堀ハの東端は、前述の曲輪 7の東の沢に達 し、西は黒川の低湿地に向けて開回する。この黒川に面する

開口部の北側の低湿地一帯を「三日月堀」と地元で呼んでいる。「三日月堀」とは、武田氏が縄張した城によ

くみられる虎口施設の「丸馬出」の外側の堀の一般的な呼称である。そうなると、この辺 りに武田氏特有の

「丸馬出」の存在が想起されるが現在この辺 りは、道路や圃場整備などによって、旧状が損なわれており、

それらの存在を窺わせる痕跡は見当たらない。この辺 りは確かに、山上部と平坦部の境目に西から低地が湾

入しており、平坦部から低湿地方面に降りる虎口があってもおかしくはない。しかし、現状からその存在を

断定することは難しい。空堀ハは当時、西端の開田部から北に折れ、平坦部の曲輪 6の西面を取 り巻いた可

能性があり、その場合その堀がこの辺 りで弧状に湾曲していたものと思われる。あるいは、その堀のカーブ

した形状を後世に見た人が「三日月堀」と呼んだのかも知れない。
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(6)南方台地続き (城下集落)

空堀ハの南方の台地続きは、緩いスロープで醤山方面に続く、広大な扇状地状の地形になっている。現在

この辺 りは果樹園などに利用され、現状では城の遺構も確認できないので、城外と考えても差し支えないだ

ろう。ただし、この台地上の一部の地籍は「表町」と呼ばれ、そのほかにも「七割」「地蔵堂」「五輪山」と

いった地名が残っているので、この辺 りに城下集落が存在したことを暗示させる。この城下集落の規模や構

造は不明でその存在を裏付ける史料も確認できない。

しかし、もしこの台地上に城下集落を想定すれば、矢筒城は山上部 (詰の城)。 平坦部 (居館)南方台地

(城下集落)と 二′点セットになり、戦国大名が地域支配をするための拠′点城郭として、3、 さわしいつ くりと

なる。また、当時牟礼村を通過 していた北国街道とのアクセスを考えた場合、この位置に城下集落が置かれ

たと想定すると、大変都合がいい。

け)総 括

以上、矢筒城の縄張を眺めてきたが、その過程で分かってきたことを少しまとめてみよう。矢筒城は、湿

地帯に浮かぶ独立丘を利用した、近世城郭の分類でいう平山城に属する形態をもった城である。遺構は、矢

筒山を利用した山上部と、山下の平坦部に分かれる。

山上部の遺構は、堀切や空堀を多用せず腰曲輪などの削平地群を中心にした、いわゆる段郭の構造となる。

石垣は一部にみられるが、土塁や虎回は後世の破壊はあるもののあまり明瞭でない。段郭の配置なども合理

性がなく、全体的に古式な縄張のように感じられる。

平坦部は現在、病院などの建設によって旧状がわからない状態だが、この部分を挟む内堀と外堀は規模も

大きく、その配置方法からも非常に斬新な遺構であるとの印象を受ける。

外堀の南側の台地続きに、城下集落が配置されていた可能性が高い。そして、この城下集落内と北国街道

の関連も重視される。

歴史的には、国人領主島津氏の持城として機能していたこともあったのだろうが、この城は交通の要衝に

立地しているので、上杉氏や武田氏によって利用されたことも想定される。特に戦国末期には、上杉景勝が

北国街道の掌握と、牟礼盆地一帯の支配を遂行するために、矢筒城に整備の手を加えたことは容易に想像が

つ く。

そうなると、山上部の不合理な段郭遺構は島津氏による戦国中期以前にさかのぼる遺構で、斬新な内堀や

外堀の遺構は、上杉景勝による戦国末期の改修によってできた遺構と考えたくなる。このような推定は、非

常に説得力があるが、おそらく発掘調査における、出土遺物の年式判定を基軸に据えて考えると、大きなず

れが生じるものと思われる。
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4。 表町遺跡試掘調査

1.調 査 地 牟礼村大字牟礼字表町

2.調 査 期 日 平成11年 2月 22日 ～26日

3.調 査 目 的 調査地付近は以前より、表町遺跡のなかでも石器、須恵器、陶器などと多種類の遺物を

表採 している。遺跡の性格 を知 るための調査である。

4.調 査 方 法 調査地に任意の試掘坑を設定 した。

5。 調 査 方 法 以前から縄文時代の石斧、平安時代の須恵器、中近世の陶器などと様々な遺物が表面採

集されているが、本調査では、遺物の出土はほとんどなかった。表土 (耕作土)30cmの直下で中世の柱

穴と考えられる土坑 (小穴)が数多く検出された。その下層はす ぐ地山となり浅い堆積だった。

調査地の北側 と東側には館の領域を示す と考えられる溝状遺構が検出された。北側の溝 (SDl)の

規模は幅1.2m、 深さ70cm、 東西方向に延びている一辺が34mあ り、平坦な現地形を考えるとまだ延びる

可能性はある。東側にはちょうどコーナー部分が検出でき、北方向へ延びている。東側にはもう 1基溝

(SD2)が検出されたが、南北に延びた一方向だけの検出で、深さも30cmと SDlと 比較すると浅い。

SD2の 終結部には覆土が漆黒色の堅 く締まった土の土坑 (穴)と 、関連性がわからないが整然 と並ん

だ柱穴 (直径 40cm、 深さ60cm)が 4個検出された。

現地形、地理、及び歴史資料などを考え合わせ ると、本調査地は小範囲であるが、遺跡全体では大規

模な集落遺跡 となる可能性がある。

SD2終 結部分 と柱穴
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5。 築地屋敷遺跡試掘調査

1.調 査 地 牟礼村大字川上字築地

2.調 査 期 日 平成11年 3月 9日 ～18日

3.調査の目的 調査地は築地屋敷と呼ばれ、鎌倉時代以降室町時代前後まで、領主の館があったとの伝

承がある場所である。実証を探 り、遺跡の性格を知るための調査である。

4.調 査 方 法 地形、土地の状況を見、さらに館跡であったならという想定のもとに試掘坑を設定した。

5。 調 査 結 果 基本の土層は表±30cm以 下、中世の遺物包含層20cm、 縄文前期遺物包含層60cmであり、

検出された遺構は中世の土坑 (小穴)と 時期不明の円形の上坑、縄文の土坑 (小穴)である。出土した

遺物は縄文前期土器片、中世珠洲焼片、内耳鍋片 皇宗通宝などである。調査地は西から東へ傾斜 して

いたが、土層を見ると平らに整地したことがわかった。土塁、堀など館に付随する施設は調査範囲から

は検出できなかった。屋敷跡との言い伝えがあったせいか、土地の大きな改変がなく遺構の残 りはよい。

特に縄文の層はよく残っている。

“
ri、、

縄文前期土器撮影
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6。 小丸山古墳試掘調査

1.調 査 地 牟礼村大字平出字西浦

2.調 査 期 日 平成11年 3月 23・ 24日

3.調 査 目的 調査地は以前から不確かながら古墳であるという説があり、状況を把握する。

4.調 査 方 法 調査地の南側が耕作上の土取りで削られており、断面観察ができるので、丘陵の端では

あるが長軸方向の観察をおこなった。

5。 調 査 結 果 遺物は出土しなかったが、地主の原田利隆氏が頂上を浅 く掘削したところ2～ 3 cmほ ど

の軽石が出てきた。断面観察では軽石層はなかったので頂上部分だけに検出できるものと思う。人為的

盛 り土層はあったが、はっきりした判断材料を検出することはできなかった。いずれにせよ丘陵の中心

部分を試掘してみないと古墳かどうかは判断できない。

全長40m、 高さは最も高い所で 4mを計測した。
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第 5章 埋蔵文化財の保護と取 り扱いについて

調査を終えてみると遺跡の数は112カ 所ありました。現在わかっている牟礼の人々の生活の始まりは 2万年

も前のことです。まだ土の器を作ろうとしなかった時代、石を打ち欠いて使っていた時代です。その旧石器

時代の人々の生活の証しである石器は、古町の宮浦遺跡、上村のだづま原遺跡、平出の葡萄原窯址群、牟礼

神社の東側の裏町遺跡と、山間地ばかりでなく、村の真ん中でも見つかっています。そんな昔から脈々と現

在まで私たちの暮らしは続いていますが、今回の調査ではだいたい200年から300年前の江戸時代ごろまでの

ものを含んでいます。あたりまえといえばあたりまえなのでしょうが、過去の調査で知られていた遺跡を踏

査した時にたくさん土器を拾うことができて、「やっぱりここは遺跡だったんだ !」 と妙に感激し、また当時

の調査者の記録に感謝したものです。半面、何千年も前の石器や土器を個人個人では拾っておいても、情報

が行き渡らず、知られぬままに改変されてしまった場所もたくさんありました。残念です。

いつの時代もその時に生きている人々の生活が最も大切で、何より優先して良いものかも知れません。そ

していつの時代も人々は生活を便利に、より良くする事を考えて暮らしているはずです。そういった意味で

現在もこれからも生活を豊かに便利にしてくれるいろいろな開発事業、道路整備などが必要不可欠ですが、

それらによって先人の生活跡、先人のつ くりあげた文化財が消えてしまう、壊れてしまうということにも日

を向けなければなりません。現在の生活、文化は先人がつ くりあげ、永永と引き継がれてきたものに基づい

ています。こういった貴重な財産を後世に伝えていくことは私たちの責務ではないでしょうか。また、歴史

を知 るためにたくさんの文献がありますが、地下に埋 まっている埋蔵文化財はそれらを実証させ、日で見る

ことができ、正 しく理解 させて くれるものです。

村民みんなの共有財産である埋蔵文化財を大切に守 り、また活用 していきたいものです。

文化財を守るための法律に「文化財保護法」があります。その法律のなかで埋蔵文化財の取 り扱いについ

ていろいろ定められています。簡単には以下のようなことになります。

* 遺跡内で土木工事、建設工事など開発行為 をする時は届け出が必要になります。

* 工事を計画する段階で教育委員会へまずご照会下さい。

* 予定地が遺跡にかかるなら、保護協議を持ち、発掘調査が必要か、どのような保護策があるかなど、

具体的な措置について検討します。

* 発掘調査を実施する場合も届け出が必要です (届 け出用紙は教育委員会にあります)。

* 新 しい遺跡を発見した場合も届け出が必要です (届 け出用紙は教育委員会にあります)。

* 出土した遺物は遺失物法の適用をうけ、埋蔵文化財拾得届、埋蔵文化財保管証を警察署に提出します。

本調査では山林、荒れ地、果樹園などは踏査できなかったので、遺跡がないのではなく分からなかったと

いうほうが正 しいのです。したがって開発予定地が遺跡範囲外であっても試掘調査を必要とする場所がある

ことを特記します。
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